
小論文（学校推薦型選抜  専願制・併願制）　　

●社会環境学部（社会環境学科）

1 【A】 【B】 【C】 【D】 【E】 【F】 【G】 【H】

ウ オ キ エ ア ク カ イ

2
2 1 世 紀 に 入 り 、 農 山 村 の 捉 え 方 は 「 生 産 主 義 」 か ら

「 ポ ス ト 生 産 主 義 」 へ 変 化 し 、 多 面 的 機 能 が 注 目 さ れ る
よ う に な っ た 。 農 山 村 地 域 は 「 人 口 減 少 、 高 齢 化 」 や 「
条 件 不 利 」 の 特 徴 を 拠 り 所 に 、 ポ ジ テ ィ ヴ に 多 自 然 居 住 100
地 域 と し て 位 置 付 け ら れ る 。 そ の 中 で 、 都 市 ― 農 山 村 交
流 が 重 視 さ れ た 。 都 市 ― 農 山 村 交 流 は 、 農 山 村 の 価 値 再
発 見 を 誘 発 さ せ る 効 果 を も た ら し 、 多 自 然 居 住 地 域 の 創
造 に 向 け た 地 域 づ く り 活 動 と な っ て い る 。 200

300
3

農 山 村 地 域 を 活 性 化 さ せ る た め に は 、 第 １ に 農 業 の 多
様 化 と 付 加 価 値 向 上 を 図 る た め に 、 地 域 特 産 品 の ブ ラ ン
ド 化 と 観 光 農 業 の 推 進 を 行 う こ と で あ る 。 第 ２ に 都 市 と
農 山 村 の 交 流 を 強 化 す る た め 、 都 市 住 民 が 農 山 村 に 滞 在 100
し や す い 環 境 を 整 備 し 、 イ ン タ ー ン シ ッ プ や ボ ラ ン テ ィ
ア 活 動 を 通 じ て 地 域 づ く り に 参 画 さ せ る こ と が 重 要 と な
る 。 そ の 前 提 と し て 、 地 域 の 伝 統 文 化 や 自 然 環 境 を 保 全
し 、 地 域 全 体 の 魅 力 を 高 め る こ と が 必 要 と い え る 。 200

300

11月16日 実施分 数学（一般選抜 ３教科型）　

●工学部（電子情報工学科／電気工学科）
●情報工学部（情報工学科／情報通信工学科）
1 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

3 13 120 210 2 -1

2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

2 -1 0

3 ⑴　 f′(x)=3x2-3(a+3)x+3(a+2)より，f′(1)=3-3(a+3)+3(a+2)=0

⑵　f′(x)=3x2-3(a+3)x+3(a+2)=3(x-1)(x-a-2)なので，f′(x)=0のとき，x=1，a+2となる。

　　ⅰ　a≠-1のとき，x=1の前後で f′(x)の符号が変化するので，f(x)は x=1で極値をとる。

　　 ⅱ　 a=-1のとき，f′(x)=3(x-1)2となる。f′(1)=0であるが，x≠1のとき f′(x)>0となるから，f(x)は常

に単調に増加する。よって極値をとらない。

　　ⅰ，ⅱより，a=-1である。

⑶　 a=-1のとき，f(x)=x3-3x2+3x+1=(x-1)3+2となり，曲線 y=f(x)は y=x3のグラフを x軸方向に 1，y軸

方向に 2平行移動したものとなる。曲線 y=f(x)と直線 y=x+1の交点の x座標を求めると，

　　 x3-3x2+3x+1=x+1より，x(x-1)(x-2)=0となり，x=0，1，2である。0≦ x≦ 1のとき f(x)≧ x+1で

あり，1≦ x≦ 2のとき f(x)≦ x+1であることに注意すると，求める面積 Sは
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⑴　�an=9+d(n-1)であることに注意すると，a1+a2+a3<2025より 27+3d<2025となり，d<666となる。よって，

これを満たす最大の自然数 dは 665である。数列 {an}は初項 9，公差 665の等差数列であるので，一般項は

　　an=9+665(n-1)=665n-656と表される。

⑵　 等差数列の和の公式より初項から第 30項までの和 S30は S30= d
2
30
18 29+] g =15(18+29d)となる。S30<2025よ

　　り，d
29
117

1 となり，これを満たす最大の自然数 dは 4である。数列 {an}は初項 9，公差 4の等差数列であるの

　　で，一般項は an=9+4(n-1)=4n+5と表される。

⑶　bnは次のように変形されることに注意する。
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　　⑵より数列 {an}は公差 4の等差数列であったから，任意の自然数 nに対して an-an+1=-4である。よって
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　　となる。この数列の第 n項までの和 Sは以下のようになる。
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2月9日 実施分
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